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（百万円未満切捨て） 

１．平成26年２月期第３四半期の連結業績（平成25年３月１日～平成25年11月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年２月期第３四半期 123,162 13.3 3,696 1.4 4,043 4.1 2,136 21.0
25年２月期第３四半期 108,751 9.7 3,644 23.9 3,883 20.9 1,765 －

（注）包括利益  26年２月期第３四半期 2,673百万円（20.6％）  25年２月期第３四半期 2,217百万円（119.7％） 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
 円  銭 円  銭

26年２月期第３四半期 76.29 －
25年２月期第３四半期 63.04 －
 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
 百万円 百万円 ％ 

26年２月期第３四半期 83,521 42,309 45.6 
25年２月期 72,224 40,631 50.3 

（参考）自己資本    26年２月期第３四半期  38,107百万円  25年２月期  36,324百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１ 
四半期末 

第２ 
四半期末 

第３ 
四半期末 

期  末 合  計 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

25年２月期 － 12.00 － 12.00 24.00 
26年２月期 － 13.00 －  
26年２月期(予想)  13.00 26.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：無 
 
３．平成26年２月期の連結業績予想（平成25年３月１日～平成26年２月28日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通      期 155,000 4.7 5,200 0.6 5,600 0.1 2,600 3.7 92.84
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：無 

 



※ 注記事項 
 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：無 

新規   社  （社名） 、除外   社  （社名） 
  
(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：有 

(注)詳細は、添付資料の３ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

  
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 
②  ①以外の会計方針の変更 ：無 
③  会計上の見積りの変更 ：無 
④  修正再表示 ：無 

  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 26年２月期３Ｑ 32,267,721株 25年２月期 32,267,721株
②  期末自己株式数 26年２月期３Ｑ 4,263,985株 25年２月期 4,262,084株
③  期中平均株式数(四半期累計) 26年２月期３Ｑ 28,004,847株 25年２月期３Ｑ 28,007,108株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期
決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きを実施中
であります。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（業績予想について） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま
せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業績予想に
関する事項につきましては、添付資料３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における日本経済は、政府の景気浮揚策が奏功し、景気は持ち直し

つつあるように見られます。しかしながら、当食肉業界におきましては、原料価格の高騰にも関

わらず、消費者の低価格志向のため売価への転嫁が難しい状態が続き、全般に厳しい経営環境に

さらされました。 

 このような経営環境のもと、当社グループは、利益率の低下に対応した営業施策とコスト低減

と利益の最大化を目指した食肉事業の垂直統合を推進して、経営体質の強化と安定的な成長を目

指しました。 

 食肉等の製造・卸売事業においては、近年強化しつつある牛・豚の生産事業拡大の継続、得意

先との関係強化による販売網の充実に取り組んでおります。また、グループ間企業の協力促進に

よる事業開発も進めております。さらに、秋冬シーズンの到来にあわせて、定番の「こてっちゃ

ん牛もつ鍋」シリーズや「スタミナ食堂煮込み」シリーズ、「アルミ鍋」シリーズをリニューア

ル発売しました。食肉等の小売及び外食事業においては、小売部門にあっては、新規ディベロッ

パーとの取り組みによる出店や既存店活性化活動の継続、提案型販売の強化等を進め、外食部門

にあっては、特にステーキレストランチェーン事業において競争力向上のための施策として期間

限定メニューやマーケティング強化を図りました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高1,231億6千2百万円（前年同四半期

比13.3％増）、営業利益36億9千6百万円（前年同四半期比1.4％増）、経常利益40億4千3百万円

（前年同四半期比4.1％増）、四半期純利益21億3千6百万円（前年同四半期比21.0％増）となり

ました。 

続いて、セグメントごとの業績は次のとおりであります。なお、売上高は外部顧客への売上高

を記載し、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

①食肉等の製造・卸売事業 

売上高は1,014億2千6百万円（前年同四半期比16.5％増）、セグメント利益は35億2千万円

（前年同四半期比1.5％増）となりました。 

②食肉等の小売事業 

売上高は148億7千1百万円（前年同四半期比1.9％減）、セグメント利益は5億8千7百万円（前

年同四半期比15.9％減）となりました。 

③食肉等の外食事業 

売上高は57億4千万円（前年同四半期比5.6％増）、セグメント利益は3億4千3百万円（前年同

四半期45.6％増）となりました。 

④その他 

売上高は11億2千3百万円（前年同四半期比0.0％減）、セグメント利益は7千2百万円（前年同

四半期比728.3％増）となりました。 

 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて112億9千7百万円増加

し、835億2千1百万円となりました。これは主に、売上高増加に伴う売上債権の増加及びたな卸

資産の増加等によるものであります。 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて96億1千8百万円増加し、41

2億1千1百万円となりました。これは主に、売上高増加に伴う仕入債務が増加したこと及び借入

金が増加したことによるものであります。 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて16億7千8百万円増加し、

423億9百万円となりました。これは主に、利益剰余金の増加等によるものであります。 
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(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

平成26年2月期の通期連結業績予想につきましては、平成25年4月12日に発表いたしました内容

に変更はございません。 

なお、上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後様々な要因によって、予想数値と異なる場合があります。 

 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する情報 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

 当社及び一部の連結子会社については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法を採用しております。 
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

 

(4)セグメント情報等 

【セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自  平成24年３月１日  至  平成24年11月30日） 

 １  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)３ 

食肉等の製

造・卸売事

業 

食肉等の小

売事業 

食肉等の外

食事業 
計 

売上高     

 外部顧客への売上高 87,035 15,156 5,436 107,628 1,123 108,751 － 108,751

 セグメント間の内部

売上高又は振替高 
4,599 14 86 4,700 48 4,749 △4,749 －

計 91,634 15,171 5,523 112,329 1,172 113,501 △4,749 108,751

セグメント利益 3,467 699 236 4,402 8 4,411 △767 3,644

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲料水製造・販売事業及び
不動産事業等であります。 

２．セグメント利益の調整額△767百万円には、セグメント間取引消去△44百万円、各報告セグメントに配分
していない全社費用△722百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親
会社及び一部子会社の間接部門の一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

 ２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

重要な該当事項はありません。 
 

当第３四半期連結累計期間（自  平成25年３月１日  至  平成25年11月30日） 

 １  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円） 

 

報告セグメント 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)３ 

食肉等の製

造・卸売事

業 

食肉等の小

売事業 

食肉等の外

食事業 
計 

売上高    
 

 外部顧客への売上高 101,426 14,871 5,740 122,038 1,123 123,162 － 123,162

 セグメント間の内部

売上高又は振替高 
4,812 30 124 4,967 103 5,070 △5,070 －

計 106,239 14,901 5,865 127,006 1,226 128,232 △5,070 123,162

セグメント利益 3,520 587 343 4,451 72 4,524 △828 3,696

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲料水製造・販売事業及び
不動産事業等であります。 

２．セグメント利益の調整額△828百万円には、セグメント間取引消去△10百万円、各報告セグメントに配分
していない全社費用△817百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親
会社及び一部子会社の間接部門の一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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 ２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「食肉等の小売事業」及び「その他」において、回収可能価額が帳簿価額を下回ったことによ

り減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間に

おいて「食肉等の小売事業」8百万円、「その他」112百万円であります。 

（重要な負ののれん発生益） 

 「食肉等の製造・卸売事業」において、連結子会社株式の追加取得により112百万円の負ののれ

ん発生益を計上しております。 

 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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